
◎船舶油濁損害賠償保障法の一部を改正する法律 
（令和元年五月三一日法律第一八号）   

一、提案理由（令和元年五月一〇日・衆議院国土交通委員会） 

○石井国務大臣 ただいま議題となりました船舶油濁損害賠償保障法の一部を改正する

法律案の提案理由につきまして御説明申し上げます。 

 船舶から流出等した燃料油による汚染損害及び海難により生じた座礁船舶等の難破物

の除去に要した費用に係る損害につきましては、我が国において一定の船舶に対して保

障契約の締結を義務づけることにより被害者の保護を図ってまいりました。 

 一方で、近年の我が国近海の海難事故において、保障契約が締結されているにもかか

わらず、保険者等から保険金が支払われず、被害者への賠償もなされない事案が発生し

ていることから、二千一年の燃料油による汚染損害についての民事責任に関する国際条

約及び二千七年の難破物の除去に関するナイロビ国際条約の国内法制化により、これら

の損害の被害者への賠償が確実に実施されるための措置を講ずる必要があります。 

 このような趣旨から、このたびこの法律案を提案することとした次第であります。 

 次に、この法律案の概要につきまして御説明申し上げます。 

 第一に、海難等により生ずるこれらの損害について、船舶所有者等に責任が発生した

際に、被害者から保険者等に対して損害賠償額の支払いを直接請求できることとしてお

ります。 

 第二に、船舶から流出等した燃料油による汚染損害に係る損害賠償請求について、締

約国の裁判所が下す判決が、我が国においても効力を有することとしております。 

 第三に、これらの損害に対する保障契約の締結を義務づける船舶の範囲を、一定の内

航船舶等にも拡大することとしております。 

 その他、これらに関連いたしまして、所要の規定の整備を行うこととしております。 

 以上が、この法律案を提案する理由であります。 

 この法律案が速やかに成立いたしますよう、御審議をよろしくお願い申し上げます。 

二、衆議院国土交通委員長報告（令和元年五月一六日） 

○谷公一君 ただいま議題となりました法律案につきまして、国土交通委員会における

審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、燃料油条約及び難破物除去条約の締結に伴い、船舶から流出した燃料油によ

る汚染損害及び座礁船舶等の難破物の除去に要した費用負担により生ずる損害に関し、

被害者への賠償が確実に実施されるための措置を講ずるもので、その主な内容は、 

 第一に、海難等により生ずるこれらの損害について、船舶所有者等に責任が発生した

際に、被害者から保険者等に対して損害賠償額の支払いを直接請求できること、 

 第二に、燃料油による汚染損害に係る損害賠償請求について、条約締約国の裁判所が

下した判決が、我が国においても効力を有すること、 

 第三に、これらの損害に対する保険契約の締結を義務づける船舶の範囲を、一定の内



航船舶等にも拡大すること 

などであります。 

 本案は、去る五月九日本委員会に付託され、十日石井国土交通大臣から提案理由の説

明を聴取し、十五日、質疑を行い、質疑終了後、採決の結果、全会一致をもって原案の

とおり可決すべきものと議決した次第であります。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院国土交通委員長報告（令和元年五月二四日） 

○羽田雄一郎君 ただいま議題となりました法律案につきまして、国土交通委員会にお

ける審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、燃料油条約及び難破物除去条約の締結に伴い、船舶の燃料油の流出又は

排出による汚染等により生ずる損害及び難破物の除去等に要する費用の負担により生ず

る損害に関し、これらの損害の被害者の保護を図るため、保障契約の締結を義務付ける

船舶の範囲の拡大、保険者等に対する被害者の直接請求に関する規定の整備等の措置を

講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、保障契約締結義務に係る船舶所有者の負担と実効性の確保、

保険者等への直接請求を可能とすることによる影響、船舶事故における被害者保護の充

実の必要性等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承知願いま

す。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 


